
効果的な社員間コミュニケーションを促す
「共通基盤」をProject+で構築

導⼊のCompTIA認定資格

ICT環境の多様化で複雑化したプロジェクトの運営には、共通⾔語による効果的
なコミュニケーションが重要。プロジェクトマネジメントの「共通基盤」を構築
し、マネジメント⼒の向上を図る。

株式会社 ニッセイコムでは、製造業・流通業をはじめとする⺠間企業から⽂教分野、官公庁・⾃治体ま
で、数多くのお客様に、豊富なシステム構築・運⽤の経験に基づく⾼品質なワンストップソリューション
を提供している。

マネジメント⼒向上のために
近年、ICT環境は、クラウド化やデバイスの多様化に伴い、増々複雑化している。そのため、プロジェク
トのQCDを確保し、成功に導くためには、様々な状況の変化に対応するためのマネジメント⼒と技術⼒
の向上が必要とされる。
同社では、ISO21500に基づく総合的な知識を体系的に理解した上で、プロジェクトの状況を、社員が
共通⾔語を使い、効果的にコミュニケーションを取り合える「共通基盤」の構築が急務となる。
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CompTIA Project+認定資格を導⼊

Business Case Study

全社システム部⾨の
プロジェクトマネジャ、リーダー 全員取得対象者
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■ CompTIA Project+
■ CompTIA Cloud Essentials
■ CompTIA Cloud+*
*クラウド技術者を対象

CompTIA Project+試験分野と出題⽐率

第1章 ： プロジェクトの設定と⽴ち上げ 12%

第2章 ： プロジェクト計画 29%

第3章 ： プロジェクトの実⾏と運営 23%

第4章 ： 変更、管理、コミュニケーション 27%

第5章 ： プロジェクトの終結 9%

マネジメント⼒の向上
■ CompTIA Project+によるプロジェクトマネジメントの「共通基盤」構築
・ 本社、関⻄⽀社の課⻑職から取得開始、順次他⽀店へ展開
・ 主任技術者のプロジェクトマネジャ、リーダーには、毎期計画的に取得
■ 実践で⾝につける
・ ⼯程会議では、プロジェクトの進捗状況をEVM表とグラフで定量的に報告
・ プロジェクトの懸案事項は、ISO21500の観点で報告・評価・検討

技術⼒の向上
■ クラウド技術の基礎固め
・ 新⼈は CompTIA Cloud Essentialsを全員取得
・ 主任技術者には CompTIA Cloud+を任⽤条件の⼀つとして採⽤予定
■ 専⾨技術はスキルマップで育成計画
・ 部⾨業務に必要となる専⾨技術は個⼈別スキルマップで育成計画
・ 毎期上⻑と⾯談し調整しながらスキルアップ

取り組みの背景

CompTIAは、1982年、IT業界の
要請から発⾜した⾮営利の業界団
体です。ITに携わる企業や個⼈の
利益を⾼めるため、「教育」、
CompTIA認定資格での「認定」、
IT業界の声を反映しIT政策に反映
するための「政策⽀援活動」、IT
業界への「社会貢献」の4つを柱
として活動を続けています。
⽶国シカゴ本部を中⼼に世界に
10の拠点を持ち、2001年に⽇本
⽀局が設⽴されています。

「当本部では、主任技術者以上の全員を対象に、Project+の取得を⽬指して学習しています。
Project+は、当本部にて担当するプロジェクトの規模と合致しているため、実務に直結する部分が
多く、⾮常に有効であると考えております。実務経験の多い技術者であっても、体系⽴てて学習し直
すことで理解が深まり、⼤変好評です。

また、受験⽇の制約が⾮常に少ないため、⾃分の都合に合わせて、学習・受験できることも⼤きな
メリットであると感じています。プロジェクトの合間や安定期などの期間を有効に活かすことができ
るので、技術者も無理せずに学習でき、モチベーションも⾼く維持できるようです。」

公共情報事業本部
副本部⻑ 守屋 達則 様

取り組み

「CompTIA Project+ 認定資
格の取得により、プロジェクト
マネジメントに必要とされる標
準的な知識を、効率良く⾝につ
けることができます。」

品質マネジメント部
部⻑ 北垣内 進 様

⼩規模から中規模プロジェクトを遂⾏する際に必要とされる知識を体系的に
学習することができ、業界を問わず、プロジェクトマネジメントに必要な標準
知識とベストプラクティスに基づく「実務能⼒」を評価する認定資格。

※各社名、製品名、資格名はそれぞれの会社の商標及び登録商標です。




